
長周期地震動に関する観測情報の改善
～長周期地震動階級の算出方法の改善～

資料６



応答

地震動

１－①長周期地震動階級の算出方法の変更 ～手法について～
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・第8回情報検討会において、階級を算出するための絶対速度応答スペクトルの算
出方法の改善について、各水平成分の最大値から水平成分のベクトル合成の最
大値とすることをご承認いただいた。

・システム更新タイミングに併せ、平成28年3月10日より算出方法の変更を行った。
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南北成分or東西成分の絶対速度応
答スペクトルのいずれか大きいほうか
ら長周期地震動階級を算出

合成した絶対速度応答スペクトルから
長周期地震動階級を算出

新

旧

各周期での絶対応答波形デー
タについて、水平成分ごとに最
大値をプロット

各周期での絶対応答波形データに
ついて、水平成分をベクトル合成し
たものから最大値をプロット

こちらの方法に変更

水平成分の大きい方 水平成分のベクトル合成
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【算出方法の違いによる、長周期地震動階級値の変化（第8回検討会資料より）】

周期 1秒台 2秒台 3秒台 4秒台 5秒台 6秒台 7秒台 全周期
変化なし・階級±０（地点数） 68009 68038 68186 68350 68339 68429 68506 67812
変化あり・階級＋１（地点数） 944 915 767 603 614 524 447 1141

割合（％） 1.4 1.3 1.1 0.9 0.9 0.8 0.7 1.7

新算出方法は、Svaの平均値で約1.08倍・中央値で約1.06倍（全周期）旧方法よりも大きくなる

・長周期地震動に関する観測情報（試行）を発表した平成25年３月以降の地震について新算出方法により再計算。

①長周期地震動階級１以上として発表していた地震のうち最大階級に変化がある地震

該当なし

②長周期地震動階級１未満として発表していた地震のうち最大階級が新たに１となる地震

2013年11月10日07：37 茨城県南部 深さ64km M5.5 最大震度5弱

2013年12月14日13：06 千葉県東方沖 深さ49km M5.5 最大震度4

2014年02月06日02：32 宮城県沖 深さ40km M5.3 最大震度4

2015年02月17日13：46 岩手県沖 深さ50km M5.7 最大震度5強

2015年02月20日13：25 三陸沖 深さ8km M6.5 最大震度3

１－②長周期地震動階級の算出方法の変更 ～階級値の変化～

【過去に発表した長周期に関する観測情報（試行）の最大値の変化】



２－①コンテンツ内容の変更点 ～地域の選択ページ～

4

・システム更新に併せ、見易さ・利便
性等を考慮し、WEBコンテンツの内
容についても改善（平成28年3月
10日に公開済）。

震央の位置がわかる
ように「×」印を表示 地図をクリックするか、プルダウンメニューか

ら地域選択を行うと、地域ごとの拡大図が表
示されるように変更。

【拡大図の例】

加速度波形ファイルは、これまでは観測点毎の
ページからダウンロードとしていたものを、イベント毎
に一括してダウンロード可能なように変更

【トップページ（地域ページ）】



２－②コンテンツ内容の変更点 ～観測点毎のページ～
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【観測点ごとのページ】

算出方法の変更に伴い、ベクトル合
成のラインを追加
算出方法の変更に伴い、ベクトル合
成のラインを追加


